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ム秋海巣
秋海業は支郊の原産t:けに真に唐めいた花である。

桜貝で作った造花の援であり、そのピ ;/17色はあ2:::け

ない上う t:'があまり腸の巻ちない所に小首をかしげて
咲いているので. 何ゃ b物，患はしげな花である o 露伴
の「花のいろいろ」に「……北に向きたる小さき書斎
り窓の下な1 : . < に比花の吹きて. 最長の苔の厚う関ぢたる

…...J とあるように秋海裳はあまり腸売の姿らない北
側を好む。
私l立秋海裳の花を見ると藤村を想う『主主き門出の記
念として震が御手にまゐちナ。車耳タ培ひしとの草に憩
ふ，思ひを汲ませたまふやj J rζの節子の書き残した言
葉が、岸本の気に成つ? と。何となくその根づくと、つか

ないとが、 ζれから先の 2 入の生命に関係でもあるか
の主う lこ患われて成 b なかったο 試みに堀出して見る
と、毛髪でも主主えだ工うに気味¢惑い秋海裳の蒸するん
?ゴ援が 4 っと色土の中から転τコて出て来た。」 ζれは
藤村の「新生J の終りの丈主主である。節子が遠く台湾
り伯父の許に旅立って行く時岸本からの多くの手紙や

写真と共に秋海裳も送ったのであった。それを岸本は
2 人の子供を相手に根を深く埋め直して. やがてやっ
て来る霜じもいたまないようにした、というのであ
る。云うまでもない小説の岸本は藤村自身のととであ
る。それから幾秋を藤村は ζの秋海裳の花を2 : ; - んなに
か切ない思いで挑あた事であろう。秋海裳を藤村に送
っ? と節子は比花に断腸花と云う主主名のあるととを知っ
てか知 b宇か……
叉秋海栄之コ花1ヒ見ると子規を想久子裁が死ぬ 6 日

前の 9 月 1 4 日の朝、口述して虚子の筆記した r 9 月
1  4 日の靭」と云う文章がある。それには r..・H ・時は
6時を過ぎた位であるが. ぼんや担と曇った主主は少し
の風色無い甚? ゴ静かな景色である o 窓の前に 1 閑宇の
高さにかけた竹の棚には重量餐が3枚許 P 載せてあっ
て. 英東側から登りかI t て居る毒事瓜は10 . 本程のや=コが
皆癒せてしまって、まt:棚の上迄は得取り 2 か寸志に居
るo 花色 2 ，3草食しか咲いていない。足首には女郎花
が 1番高く咲いて. 鶏頭はそれよりも少し低く 5 ， 6  
2ド散らばって居る。秋海裳は命衰えす. { ご其梢を見せて

F 居る。余は病気になって以来今朝穏安かな頭を持って
静かに庭を眺めた事は緩い……」子規は秋海裳を好み

)11 崎 正

秋海裳朝顔の花は飽きやすき
秋海裳に向ける病の寝床かな
秋海裳に鉄をあてるとと勿れ

慌

などfと色詠んで‘いる。胞の靭色子説はτコくづくとま? ゴ
衰えぬ秋海裳を眺めたのである。また和歌にも

裁が音工く見て知りし金杉の
いも屋の庭の秋海栄の花

る。シユ汐カィ γウは大和本主主に「寛永年間中禁止り

初めて長崎に来る o それ工り以前は本邦にな ¥...0 花の
色海主義に似たり。故に名づく。」とある。シユウカイ
下ウは翠d区花で、峰雄同株、花冠は 4弁花の様であるが
広い 2 片が事で狭い方の 2 片が花弁である。葉般には
よくムカゴが出来る o 初秋になると私は賞総神社の境;
内にひそやかに咲く秋海裳を想う o

ム右 摺
石棺は花より色漢の植物である D 松崎直枝氏が趣味

の樹木に干秋雨頻りに注さ、木々の梢漸〈まばらなるん
とし、選前の珠檎渡れて紅玉をのぜかしむる時、天下
の秋を路実に跳ある事が出来る。」と書いて居るが真
に同感である。猶続けて「……秋夫の柿、 7tより悪く
はないが柿よりも其趣きに深みがある。色に変化があ・
る。形に凹凸がある。味に甘酸の度があり、朱珠透明
にして其集合亦粗なるが如くして密。密なれ: 1 : : ' も問を
隔つる落撲がある。蓋し霊帳複中lご佳人を現うの趣き

ならぬ色のが他にあるであろうか。既に 1呆を机上に
置きて交をやるべく思いを絞るによい。食う lこ適ナる
人は君子のみ。心澄み行い清き人の粗衣ナれ2 : 色坊っ

J と松崎
氏は石橋を讃えて止まない。益々同感である。松崎氏
は石檎を食うに適ナる人は君子のみと云= コているが千
5肉体は茶の菓子として秀吉に出しτいる。天正 1 8年
9 月 1 3 日の靭. 秀吉と薬師院と拓左京の 3人を招ビ
た時. 菜乎に、ざくろ、焼菜とあり、問月の 2 1 日、
小平J l I ' 隆景を招いた持品菓子に、焼菜、ぎくろと
ある。利休はしばしば石穏を茶菓子に用いたらしい。
君子でなくて色一世の英雄秀吉色石穏を食べたであろ
う。今日から思えば石視の突なE を菓子とは、と驚く
のであるが砂糖を我国に伝えたのは「孝議天皇の天平
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畿宝 6年唐僧、鈴莫来朝して獄奮を伝ふ色播殖せすもと
或書に見えたれE も詳ならす、享保 1 2年将軍吉宗甘
議官を琉球主り取寄せ薩摩の人落合孫右衛門を召して
之を浜及吹上の画中 lミ試植せしむ。元文 5年結伊の人
安同長兵衛始めて甘潔を樟え翌年始めて砂糠を製ず。
怠暦 1 3年: z p . 賀源内物類品鴎 6巻を著し人参主義養法、
甘l ' I f . 培養並に製造法を附録ナ。和製砂糖は天拐の銭鐘
まではi ! ! : 聞の需用少かりしが同年奥若者に於て施物の飢
を助くるの大なr . > c . . とを実験せしより牧支相償ふに諮
り漸次製産を帯加せりと云ふJ ( 植物渡来考〉
とあるから悉吉時代には砂糖を使。た菜子なE 出来て
いなかったの? ゴかる致し方もない。然し俳人太抵は

3ずる
んでナかと問うたら、「比花を干して置いて、熊E て
飲むとお縫を読む時声がよ〈出まナので。 J と答え
た。とうした事が広〈行あれているか否かは知らな
い。「木犀は支郊の原産で 1名巌桂と色云い木厚類の
総称であるがまE邦では単に木犀と云えば銀木犀〈漢各
銀絵〉の事で、責花の方は金木厚( 漠名丹接〉と呼ぶ」
〈牧野日本握物図鑑〉ー私の好きなのは肱金木犀のコすで
ある。金木犀も銀木犀色、峰雄契機で我国で栽培して
いる色のは、管雄徐ばかりであるかる結実じない。 1
繕守スギモクセイ{ 金法〉には種子が出来る。木患の
花付きの惑い時は石氏を肥料として与えるとよい。木

の球がすると云5と石棺は、主主々茶球とは縁遠い患の| 色「燭言」の 1 節lニ「甘く芳はしき呑色悪しからす¥ 花
になる。石摺の護名は安石認である。それは支那の張
瀧( 或本には張饗〉が孝武帝の元狩 6年商域に作し、
その帰途塗林安石国に立寄り、石摺の美しい花を初め
て見て、之を本国に持帰ったので、ー時の人は之を安石
橋花正呼んfゴ( 植物と伝説〉とある。石棺に就いては
次ぎの様な面白い話がある。とれは先年芦屋の某氏か
る開いたのであるが、その人が或秋の郭庭の石棺の木
の下に有って見ると、数箇の実が落ちているので不思

の黄金色なせる色地にヒぼれて後問見ておsむき袋き
にあ'tすも。た! t 霊長りに香の強きのみぞ、世を型車れたる
操高き人の儀 Pに多く教詠みた J ん如く、却って少し
口惜きかた色あるやうに忍はると書いている。

A 字
いやむやいやピやと畑の竿は
かぶり振りふり子が出来た

と云5俗謡がある、比竿は塁苧d 暑である。菅は事
識に思い注意して樹上を見ると施子蟹があの強い整で| に苧と云えば塁苧を指したので、漠名は青学、日本の

ていたので生きた2郁子蟹を南洋からプ 9 キ鍍に入れて l いる。
持帰っていたのであるが話つであった針金が弱かった
ので、何時の間にかその健から主主げ出て都子がない為
め手頃の石摺の突を摘ん? ゴ色のt:と解って失笑を禁ピ

，、チスバヲ カタヨ " 7 1VモJ 才' t 守 τ> J  
蓮薬毒告知選許官有物意官隊員之

4品ナ1vモJ ワ 守弔 J ，、ニ 7 ラシ
家恋物者宇毛 7!J 業爾宥之

得なかったとい 30 ザクロは石橋の雪の転論、原産地| 又山の芋に対して、家つ苧とも称えた。陰暦 8 月
15夜を、芋名月とも去苔のは、正E頃苧が成熟する時節

を石樹皮〈局方〉と去って傑虫駆除薬とナるが、樹皮 Itゴか長で、名月には必や星苧を供え高。金井紫雲氏の
9  r議果と芸術」の中に苧に就いて種有面i白い事柄が載

の中毒は最初脊髄の奥奮盤充主主を来し、次で呼吸及び l菅を闘にて聞けば掲あ静ぜ苧畑にて閑げみ宿あ. り、放
運動廊痔を起すから使用ナるには細必の注意宏要ナ 11こ時鳥の暗く墳には高貴の御厨には、苧を鉢に入れて
る。民間、扇挑線炎或は咽喉責措児に石擦の実1 個を| 置くとなりJ ( 夏山雑談〉£義室lこ色、いろいろの効
ホ1、 2 合を以て議ビた汁で合歌し、叉口臭を除〈に| がある6 昔「支那のある国に劉易という人があった。
闘いる。( 邦彦薬用植物) Iある日劉易は何必なく庭を歩いていると、蜂が1濯蜘
A  *- 厚 | 燥の巣に弓i懸って居る、蜘嫌は得たりと糸を手繰って

風呂屋の滞りな1 : ; ' 町中で香5 でくる木津の議りもよ I蜂に近つ' くと蜂は必死となってとれと闘ひ. 鋭く蜘事長
〈、悶舎の陽主与の主い農家の庭に咲き満ち? との品工| を刻じたので、グ毛は痛手に堪えす事務ちてしまった。
い。古い仏像なE あるお寺iこ、ほのかに香うのは猶ゆ| ずると下は寺湖で、手の棄が茂っていた o グ毛はす F
かしい。木津のない国に育った私は毎年との香いをか| にその茎を喰い磁り、刻された処に婆てると見る問
守秋を楽しみlこしている。始めてにの甘い香いを嘆い| に、痛みが去ったと見え、元気になって何処かえ去っ

疋4年 9 月2 3 日の日記に 「始あて木犀の香いをか| 人に試みると悉く験があった」私もその真似をしで数
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年前、生徒を連れて' 能勢妙見に昆虫採集に行三コた持、
生徒の 1人が蜂に湖沼れたので早慈近《の焔にあった
芋の菜を採んで試た処が 2 図で痛みが11 : : : : : >た。叉芋茎
は永く貯蔵品出来るので・「加藤清・正がζれを熊本披の
皐として敷き込み万ーに傍えたJ 事色出ている。とれ
ば大楠公が千平械の寵主主に大立を沢山貯え置き、鵡し
にして、野菜の欠乏を防い? ゴと云う事と思い合せると
預路将の，思慮深さに感心する。.
叉次ぎの援なユ戸壬ア色ある。「文化 13年、稀な主手

車主があって、人々はさまざ注に神仏に祈願を籍め、神
官に祈= コて賞。た処その皇室験があってか. 忽ち篠傍〈
蔚が降り出したのでその骨折に酬いる為めと宝、氏子
の人々か b長い宇いきを贈ったら主主神宮が， J ソ

ζれ色また御法のi f ，j の; 患みか品
苧がるにさへ寸志いきせちる

と詠ゐゼと云う J ( 松建築認〉
すもいきは芋茎と書くが. とれば槌物学上では薬摘で
ある o 、
徒然草には苧好きの盛親僧都の事が出ている。

『真乗犠に雄裁{ 曽部とて苧んどとなき智者ありげり。
いるがしらといふ好みて多く食ひけり。談義の主主にで
色大きなる鉢にうづたかと昼りて膝色とに置さっ、食
ひながb言撃をも読みけり o 煩ふととあるには 7 日27日
な E 療治とて鐙りゐて，思ふやうに、良きいもがしら
を選びで殊に多〈食ひて蔦っ・の病をい1 " しけl J o 人に

1人のみぞ食ひげる。 秘めて貧
しか戸りけるに、j !jp匠死にざま 1:、銭 2百貨と坊一つを
重量りた世けるを、坊をE i 貫に売りて彼是 3百JCをい色
がしちのあしと定めてZ誌なる人に預けおきてlO}.tづ』
取り上せて、い色がしらを乏しかち宇めしけるほどe

に、又ζと1 " うに用ひるととな〈て、そのあし皆にな
りにけ担。 r 3 a貫のものを貧しき身にまうけてかく
ほからひける、まととにあ P難き道ら者なり」とぞ人
尾正じ..，.7.>]との産主主{曽昔1¥な，!:'1; 1 : 古今に業員なき芋好きと
王寺え; k う。叉近代の人ではう君臨の午夕、沼のほとりに住
み、荷主主の絵を播くに妙を得てい? と/J、川芋鐙商f白色苧
が好きで‘一比の徒然草の主主規僧都の故事と、達制f貧じ
い為tblご満足に勉強させて貰う告書裕もなく、新聞に絵
を載せて色下宿代も取れない始末1:が、何とかして自
分の描く絵がせめて苧を買う銭になればい〉がと云う
気持からJ均の雅苦手を選ん1:との事である。然し明治時
代では或は、との苧はサヲ T イモではあるまいか. 大
正時代でる東京では主くさ幸司カヲギ( 塁手の蒸したも
の〉ち食ペたが. 明治時代の貧書! ーの常食としては麗
摩藷であったから。

A 音旨 跨
リンド守の鮮霊童な紫色は、野に咲いて色山にあって

も実1二美しい、広骨とした菅野ケ原の練兵場に教練に
行った頃には、秋は小笹原の中に露深〈龍躍が咲いて
真に美しく可憐であZコた. 菅野ケ原には排の菅もよく
澄んでいた。

.  
又六甲の裏山では小涜摺ほとりに龍E蓄の咲く頃には L

Z ナガの苦手が主義しげに飛んで・いるのち見掛る。‘六甲の
頂上附近ではうbヤネズミの円い巣のほとりに咲いた吉革
路もJ l たととぞある。ヵャネズミはf十日鼠伎の大さで
ス、キの探究や棄の簡に頬白の巣に似て、色っと王寺、形
の巣を作る。カヤネズミばス、今の棄に登τって、もJ : :
っとI誌を巻付けて』とまっている姿は中々可愛い冶色の
である。清少納言は龍携を枕草子の中に「刈登、龍隠

，ζの花管霜がればて
たるにいと花やかなる色あひにてさしいでたるいとを
かL， o …と述べているがJ 、と花やかなる色あひば[ 司、
感だがi路地方では種々の撞物が霜枯れはてない中に咲

リウタン
〈。音量騰は漠名で和名のリンド: 守はリ守タンの転言It
でちる。音量践とは熊謄RPち擦の際禁止り更に苦いと去
ラ: 意味であるとの事である。日本の古名は倭名競家抄
ニガナ ニ&ヤ 1 ク! I "

に元会加若寺、衣夜美久住と出ている o
;y v守のにとを菅

オ 2 ぢオトむと呼ん? ゴとのととである。日本薬号号法で
は鍵買薬とするとと周知の週担である。

ム線 瓜
世の中を{ 可の総瓜と，思えども

ぷ b りとしては嘉吉れ色せや
ヘチ T のぶちりとして院のびのした処に中々俳球が、

ある。 明治俳壇の頴拓者正岡子規を綜瓜仏と云うのは
主Eなる哉と思うが

総瓜咲いて島幸のつまりしイムかな
淡ー斗赫.lJ i . .の71 <も間に合はや
をと』いの綜瓜の7. K も取らぎりき

此苦宇tをとも云うべき総瓜の 3勾に依ヲて、子規を綜
. m . 仏と玉三うのであるが、 ζれ bの勾は死ぬ前日! J . f j1合3

せ、墨色人に合ませて主主= った祭主ゴカの弱った手に溺
〈持って‘ 1 勾書き終る毎に、投げる様に室長を捨て
':::，. ， I茨木τコ? とと開いては、ぶb りとし℃閑の設けた紡
瓜毛、厳粛な態度で見直ちなければならない。とれ b
の句でも分る主うに、子、混% 土は紙i瓜を薬として用い
て農たようである。
民間総瓜水は銭安及び利尿薬とし、又化粧水として
も用いられる事は周知の題担である。総瓜水は硝石を
含有すると云う o ( 邦彦薬扇核物〉総瓜の妙、維は穣々
の用途に供し支那事変以前は多鷺に外国に稔出されて
いた。紘瓜は熱; 者豆細亜の原産で、漢名は綜瓜のクトに
宍綿瓜又は犬羅とる云う o 手n- i 言色へチマの外lごナガ- g
F  、ト守宮なE 呼ぶ地方色ある。ヘチマの語感lこ就い
ては言海に「蛮誇な blvJ とあり o 白井博士の植物渡
来考に「日本にては多識篇に和名倍知日誌とあるを始とー
す、 i防類称呼にへナτ と云う名は子守] ) J : :り出でた
p、其放は子守習の干字は. いろはのへ字とチ字の関
なればへチの聞と云う: 意なりとある。垢擦りな E にす
るあの繊維の多い果実に綜瓜の漢名が出来それが我邦
で総瓜と訓読されるようにな= コた。今でで志信J+ Iではイ
を暮してト守習と呼んでいる地方がある。すると物類
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敬呼の様な詮索車出来よう。又高知博物学会、博物会
報告移4 号に、宇野双六氏は次の様な設を載せている。

へゴ守宮と云う。薩摩では総瓜をナガ守宮と称し八百
屋にも売っていて. 治にいためて猿喰和とし或は味噌
汁の実として佳い。土佐でアナとか= チとか明瞭に定
まるない色のをヘチと云う。ヘチ T は前述の謹り蒼い
時は食用とされマ守習の向，関で、後にヘゴ.TJ 1) となっ
て本筋か bH立してヘチになるかb ヘチτ す習である」
と云うのである。 ζれ又一設として面白い。私も若い
のを味噌汁1;;:入れて食べて見たがよ皮の部分が筋lまっ
ていザないが中は一寸夕顔の球がナる。
ム轄よ戸

税漢三才図えに「按寸志るにその予言示〈著書ナる時. 鴇喜
んで之を嫁む設に俗鵠士戸と云ふ。又特色之を噌む故
lこ轄の飯と患いふ」とあ P、又改正月令博拐ささにも白
英一名鬼民といふ。但し白芙は花につきての名なり.
3主目は突をいえれ又ツグミノヒネと色いふo 1::.宮 r
' 好んで」路実を喰ふ也」とあるから鐘に飼って居た輯
にも鶏にもや亡コて見たがE ちら色 1粒の実も食べなか

: / ヨ守ゴは茄科の有議植物であるが本
草縞目にくa頭熱. 鳳熟. 丹様、寒熱. 正j、児の結熱に煮
干すを飲む」とあり. 民間薬としては茎薬共に煎ヒた汁
で漆療、シヲグよr，1 : 存癖、悪密等の患部2主流畿ナれば
有効であると云う。熟した泉波、 lま凍最善に外用ナる
し、又有毒植物であるが、痛風には股治ナるそうであ
る。英有毒成分は洋産のちのはズルカ -"'9:.-で、溶血

9  :/ ' " 守ゴに類似
の麓物が数種ある。
ヒ冨ドワタヨ守ゴ
茎菜共に欽毛がある。菜は三乃至五裂、花は白
色、衆呆は球形で紅勢。

""< JI-.xノホロシ
茎葉共に毛がない。菜は卵状披針形で分裂しな
い。花は紫色. 梁呆楕円形で赤熱。

ヤマホロ y

茎葉共に毛がない。薬は卵状設計形で下部のもの
は三裂、花は白色、果実はヒョ nJ : / ヨ守ゴと問
ヒ。

タカオホロ. ジ
ヤマホロシに似ているが薬に歯芽縁がある。業呆
は広楕円形である。
ヒョ γ9 : / 宮守ゴの漢名は、従来萄羊泉をさ善て〉あ

る本が多いが‘国訳本草綿目で. 牧野陣士は萄羊泉は
誤りで. 白英が正しいと考定されている。
ム長珠沙撃

スノ ....J7 ラ. カワカ; / ! 7 ( 重量河) ケナシイ毛. キツネ fヘ
パナ( 美濃、民雲ー・備前) キツネノシ百ヌグィ G陸
前〉等がありL猶テ♂号! ) - : 1 ) パナ( 伊勢、播E吾、能登) 川
は有毒植物であるととを現はし、キツネノ界イ T ヲは F

火のような赤さを示して←る。その有毒成分はワ: : J l} 
:.-， 1) ::J V ユ; / ，セキサ= ; / ， 7・'l 'I }".1) :"， 1) :.-、・セ
キサノ] J ;/， 1) : : rヲミン‘ホモ官: : z l } ン隼である。中
毒症状は!I底止‘下痢、疲巻、虚殺、呼吸廊淳等で基隆・

ズイセン色筒とく有・姦であるb 然しヒ tt:.-パナの鱗茎
か b 裂したメl } ! 7 : ' - は皮下注射薬としてアメ戸パが赤
痢及賄! 7 スト τ治療に賞用される。ヒ :11":1パすは沢山
花が咲くが種子が出来ないのは種子無し酋瓜と同じく
3 倍体? ゴかちと云あれる。民関、目比鱗茎と干 TJ ゴT の
種子と混ぜて. 揺ったものを紙代のばしてー管E議病や

よく効くと王寺う o 太平洋戦争の前f' C は時々安価なピエ
ナヲトを食ぺて中毒した記事が新聞に出たカヘそれは e

ヒガ y ノマナの澱粉をメ F ケシ粉K 混ぜた色の? ゴとの事
であった。私志験時中波務不足の際ヒガンパナからー取
った殻粉を葛湯の援にして恐る恐る食べて見たが中身
結構であった。ヒガンパナの分' 布は日本. 支那2え引央

青森県には産しないが私が八戸で培養して見たが年身
露地でよく花が咲いた。

ムサルナシ
サルナシは山地tて生ずる落葉纏畿の樟物でちる乙と

は人のよく知る処である o 秋精球形の皇賞呆が淡綾色fて
熟ナれば‘甘酸味で中身甘い. 十和田湖から発ナる奥入
瀬川lの流域K はサルナシの木が多く. ネギヨ守と称
し，との太い幹を土瓶敷』亡して. 以前は売っていた o そ
の辺氏は山葡萄も多いが，サルチジの実の方が甘いの
で土地の子供は殆E 肉葡萄は食べないでサルナジばか
り食べるとの事であった。然し私の行苧たのは昭和の
初めの事で. 現今は1 : : . ' うか分からない。路実で果実酒
を造ると中有よい色のが出来る。本物の猿溜も遠く2え
lまない? ゴろう，と，思う。昭和15.年の夏大台ケ原山に登っ
て大杉谷を下り挑木小屋f C1自= コた時‘その昼下K サル
ナジの実力f沢山なっていたが、 8 月の事とてま? ゴ熟し
て" - " 7 : よかったのは残念であコた。
ムマップサ
"" < ' 7プサの実色沼K 醸すと中身よいものが出来る。

ので. 平日名は桧房の意である。同属のチ E 守セ γ誌ミ
ジ【漢名五味子〉は本草綿自民( 気を益し、顔逆上. ー
気、陰を強〈し、男子の精を主主ナ」とあるから近縁で

ヒガンパナが有毒植物であるととは誰で色知ってい| ある T ヲプすも多少そんな効があるか色知れない. ， ""< 

る。それで昔か b人が注意したであろうし. 又火の燃| ツプサやアケピの実はカケλの大好物であの烏に見付
えたような赤さから志入の注意を引くので方言は実に| ったら仲間か親子か知ら7よいが数弱集って来てす〈官
多く50数穫に及ぶ。タゴグパナ、フグパカ" " < (:播磨)- Iぺて仕舞う。数年前までは. 磨耶山の山門前で麻生と
ハミズれナミズ〈加賀〉イチヤユヨロ1 ) ( 伊予〉カラ| 云う是主人が、 ζんな木の実や薬草類を売っていた。
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